
 

８ 県立中井やまゆり園における医療・健康管理問題改革委員会等について 

 

中井やまゆり園におけるいのちに係る深刻な課題や、令和６年10月22日

に設置した県立中井やまゆり園における医療・健康管理問題改革委員会（以

下「改革委員会」という。）等について報告する。 

 

(1) いのちに係る深刻な課題 

ア 利用者の機能低下に関する課題 

・ 園の再整備（平成12年）で入所した20～30代の利用者が現在40～

50代の若さで歩行機能の低下により車椅子を利用するようになった。 

・ 現在、車椅子を利用している利用者24名のうち、16名は、40～50

代である。また、車椅子を利用している24名のうち、17名は入所後

に車椅子を利用するようになった。 

 

イ 栄養に関する課題 

・ 低栄養が懸念される利用者は34名、食事形態に配慮が必要な利用

者は57名と食事リスクのある利用者が多い。 

 

ウ 医療に関する場面での課題 

・ 眼科検診で白内障の所見を受ける利用者は年々増加（令和５年度

42名、令和６年度44名）している。（令和６年10月現在） 

・ てんかん薬の処方にあたって、園では定期的に脳波検査をしてい

るが、一部利用者は障害特性のため脳波検査を受けられないと職員

が判断し、検査せずに服薬しているケースがある。 

・ 健康管理に必要な知識が不十分で、職員が日常の生活場面におい

て健康面の変化に気づくことができていなかった。 

 

(2) 改革委員会の状況 

ア 開催状況 

（第１回）令和６年12月18日(水) 

議 題 〇 園での健康課題の検討 

〇 事例に基づく検討 

（第２回）令和７年１月28日(火) 

議 題 〇 施設で起こるエラー（不適切支援）の定義・改善に向

けた対応 

〇 個別事例に基づく検討 

（参考資料２） 
 令和７年第１回神奈川県議会定例会 厚生常任委員会報告資料 



 

〇 指摘を受けての園の改善事項 

〇 中間報告に向けて 等 

 

イ 主な意見 

・ 園の医療体制そのものや情報共有のあり方、医療従事者同士及び

医療従事者と福祉職との連携に関するガイドラインやマニュアル等

のルール作りが急務である。 

・ 記録が不十分であり、ＰＤＣＡがうまく機能していない。 

・ 言葉で意思表示できない利用者の体調変化に気付けるよう、支援

員は家庭看護レベルの対応をしっかりできるようにする必要がある。 

・ 通院や受診の際、話すことのできない利用者の代わりに症状を説

明するため、職員の伝える力の育成が必要である。 

・ 第１回で議論した事例の検討を継続すべきである。 

 

ウ 今後の対応 

 今年度中に第３回の改革委員会を開催し、健康課題に係るガイドラ

インを作成するとともに、様々な事故等を職員がためらわず報告でき

る仕組みの構築を目指し、中間報告書をまとめる予定。 

 

(3) 園の医療体制の拡充 

・  障害福祉分野で活躍していた医師である医務統括は、週１回程度、

利用者の健康状態を直接確認した上で、健康診断や服薬状況などの客

観的なデータをもとに、利用者の健康上の問題等について園職員に対

して助言を行っている。 

・ また、看護師である医務統括補佐は、医務統括が速やかに医療の判

断するための情報提供等の役割に加え、医療安全管理などの知見に基

づき、健康診断データの注意点等について園職員に対して助言を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（参考：改革委員会 委員一覧） 

名前 所属 

植田 耕一郎 
学校法人日本大学歯学部 特任教授 

医療法人社団光生会陵南診療所摂食リハビリテーション 嚥下部長 

上野 正文 中井やまゆり園 医務統括補佐 

大川 貴志 社会福祉法人同愛会 支援力向上推進室 

児玉 安司 

（委員長） 

学校法人東京医科大学 理事 

一橋大学法科大学院 客員教授 

社会福祉法人武蔵野 理事 

佐藤 彰一 学校法人國學院大學 名誉教授 

椎 崇 学校法人北里大学研究所 北里大学病院 薬剤部 

髙原 浩 フェスティーナレンテ株式会社 代表取締役 CEO、統括施設長 

田中 和美 県立保健福祉大学 栄養学科長 

中西 晴之 社会福祉法人グリーン 理事長 

名倉 美紀 株式会社コロロ発達療育センター 公認心理士 

野崎 秀次 医療法人社団康心会汐見台病院 精神保健指定医 

羽生 裕子 社会福祉法人コロロ学舎 児童支援部長 

森 俊樹 社会福祉法人恩賜財団済生会神奈川県病院 副院長 

山崎 元靖 健康医療局医務担当部長 

 

 


